
DISCLOSURE REPORT

株主のみなさまへ
2021年度ご報告 （2021年4月1日  2022年3月31日）

証券コード：4832
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連結業績ハイライト （単位：億円）

■連結経常利益   ■親会社株主に帰属する当期純利益

連結売上高 連結経常利益／親会社株主に帰属する当期純利益 

２０２1年度は昨年度の新型コロナウイルス感染拡大の影響から売上高、
経常利益ともに大幅に回復・伸長し、２年ぶりとなる過去最高額更新。
２０２２年度は新中期経営計画のもと、更なる収益向上を目指す。
2021年度決算と新中期経営計画について大木代表取締役社長がお答えします。

Q
A 　売上については、特にJFEスチール製鉄所システム

リフレッシュ本格化に伴う鉄鋼部門の伸びが顕著となり
ました。
　利益については、販管費等の増があったものの大幅
な売上高増が利益に奏功したことに加え、生産性の改善
による利益率向上がカバーする形となりました。

2021年度業績の評価は？

社長インタビュー   Top Interview

売上高 504 億円 （前期比+8.5%）

経常利益 56.4億円 （前期比+20.1%）

売上高経常利益率
（ROS） 11.2％ （前期比+1.2ポイント）

親会社株主に帰属
する当期純利益 37.2億円 （前期比+20.7%）

２０２1年度業績
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　株主還元につきましては、配当性向30%を目安に今期末配当を過去最高額となる75円/株といたします。
　2022年度は、新中期経営計画における株主還元強化の観点から、配当性向35％を目途とし85円/株・
年（予想）とするとともに、中間配当（40円/株予想）を実施いたします。

　前中期経営計画では、主要施策である「製鉄所システムリフレッシュの遂行」、「ソリューション事業・基盤
サービス事業の拡大」、「ビジネスシステム事業・プロダクト事業の強化」に取り組みました。
　最終年度におきましては、売上高・経常利益・ROSともに大幅に拡大しました。

株主還元について教えてください。

2022年度から新中期経営計画が始まりますが、
前中期経営計画の総括・評価について、教えてください。

2017年度

25円/株

2018年度

43円/株

2019年度

60円/株

2020年度

60円/株

75円/株

2021年度2016年度

22円/株

2015年度

17円/株

2014年度

14円/株

2022年度
（見通し）

85円/株

40円/株（中間）

45円/株

　株主の皆様におかれましては、引きつづきご指導ご鞭撻を賜りますよう
宜しくお願い申し上げます。

※2021/4/1に1:2分割を実施しております。2020年度
　以前の配当額は分割後に換算（割戻）しております。

●配当金の推移

代表取締役社長

Q
A 　2021年度に引き続き製鉄所システムリフレッシュの進展に伴い、大幅な売上高増を見込んでおります。

利益率については、IT人材を確保するための従業員処遇改善および将来に向けた研究開発費用増などの
影響から若干の低下を見込んでおります。
　具体的な施策につきましては、次ページの新中期経営計画特集ページをご覧ください。

新中期経営計画の初年度となる2022年度の業績予想について教えてください。

2021年度
実績

2022年度
見通し

増減
金額 率

売上高 50,395 54,000 +3,605 +7.2%
営業利益 5,609 5,670 +61 +1.1%
経常利益 5,644 5,700 +56 +1.0%
売上高経常利益率（ROS） 11.2% 10.6% △0.6ポイント
親会社株主に帰属する
当期純利益 3,724 3,740 +16 +0.4%

（百万円）

社長インタビュー   Top Interview

財務目標・主要施策ともに完遂！
連結財務目標 2020年度 実 績

経常利益経常利益
売上高 売上高売上高

ROSROS
32

11.2

460
56.4
504

7

億円
億円
億円

億円
%

47.0
465

10.1

億円
億円
%%以上

経常利益
ROS

※ROE=16%超で推移 （2018-20）

2020年度実績 2021年度実績



DX

投資

●将来の成長に向けて、積極的な投資を推進
①商品の機能拡充・新商品開発
②サービス提供型ビジネス展開に向けた投資
③既存事業の強化と事業領域の拡大を狙ったM&A
④研究開発投資
　⇒投資規模は、3か年で年間経常利益の3年分
　　 （約150億円規模）を想定

2022-2024
新中期経営計画
キャッチフレーズ まだ見ぬ未来へ向けて、私たちは商品力・

人材力のさらなる強化を目指します。

新中期経営計画の詳細については、
当社ホームページより資料をご確認ください。
https://www.jfe-systems.com/ir/management/management_plan.html
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事業別戦略 全社横断施策JFE-SIの目指す姿

財務目標

サステナビリティ活動を意識した経営の追求

商品力・技術力
の強化 人材力の強化

各事業で当社の強みを活かし、
顧客満足を高め、更なるビジネスチャンスを

捕捉します。

積極的な投資・株主還元により、
企業価値の増大を目指す。

当社の根幹となる
人材・サステナビリティ施策にも注力します。

商品力・技術力と人材力の強化を通じて、個性的で特徴あるITベンダーを目指すとともに、
サステナビリティ活動を推進し、持続的な事業の成長を目指す。

鉄鋼

●製鉄所システムリフレッシュ本格化
●基幹システムの開発運用に加え、DX案件にも

積極的に対応

●社会・ステークホルダーとの共存関係を強く意識した企業経営を追求
●商品開発／人材開発／M&A等の投資拡大、DX事業強化による事業変革の加速

ソリューションプロダクト

●ERP~周辺ソリューション~DX等幅広い
提案ができるベンダーに

●食品、電子帳票では、No.1プラットフォーマーの
立場を維持・強化

ビジネスシステム

●先進的な顧客の取り組みに呼応し、新技術・
ノウハウを蓄積・活用（ローコード開発）

●SoRビジネスからSoEビジネスへの転換を図る

基盤

●JFEグループ向けの実績をもとにビジネス拡大
●クラウド、セキュリティ事業の強化、拡大

●JFEグループのDX実績をもとにした
DX新規ビジネスの拡大

特集 ： 新中期経営計画

540億円

57.0億円

37.4億円

570億円

66.0億円

43.7億円

売上高

経常利益

配当性向

配当

親会社株主に帰属する
当期純利益

売上高経常
利益率（ROS）

自己資本利益率（ROE）

2024年度 目標2022年度 計画

85円/株 配当性向
35%程度

10.6%

15%程度の水準を維持

11.6%

35.7%

504億円

2021年度

56.4億円

37.2億円

75円/株

11.2%

31.6%

17.1%

人材育成

●SoE人材、DX人材等、高度な技術力を有する
人材育成と拡充

●採用体制の充実など採用力強化を推進し
社員数の増加を目指す

●社員の報酬水準の継続的な向上
　⇒人材投資  +20億円

株式施策

①配当性向の引き上げ
②中間配当の実施

サステナビリティ

重要課題(マテリアリティ)への取り組みを通じて
①持続的な成長と企業価値の向上
②持続可能な社会の実現

詳細はP6へ

に貢献

による企業価値向上
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単位：百万円 2020年度末 2021年度末 差

資産の部

流動資産 25,761 29,613

固定資産

有形固定資産 3,033 2,529

無形固定資産 3,251 3,244

投資その他の資産 4,084 3,957

固定資産合計 10,368 9,730

資産合計 36,129 39,343 13,215

負債の部

流動負債 9,419 10,407

固定負債 5,636 5,079

負債合計 15,055 15,486 2 431

純資産の部

株主資本

資本金 1,391 1,391

資本剰余金 1,959 1,959

利益剰余金 16,352 19,170

自己株式 △1 △1

株主資本合計 19,701 22,519

その他の包括利益累計額 685 561

非支配株主持分 688 777

純資産合計 21,074 23,857 32,784

負債純資産合計 36,129 39,343

単位：百万円 2020年度 2021年度 差

売上高 46,468 50,395 43,927

売上原価 36,144 38,920

売上総利益 10,324 11,475

販売費及び一般管理費 5,658 5,866

営業利益 4,666 5,609

営業外収益 46 47

営業外費用 14 12

経常利益 4,698 5,644 5 946

税金等調整前当期純利益 4,698 5,644

法人税、住民税及び事業税 1,579 1,946

法人税等調整額 △69 △145

当期純利益 3,188 3,843

非支配株主に帰属する当期純利益 102 119

親会社株主に帰属する当期純利益 3,086 3,724 6 638

連結貸借対照表 連結損益計算書

単位：百万円 2020年度 2021年度

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,090 5,156

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,095 △1,650

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,840 △1,825

現金及び現金同等物の増減額 3,155 1,680

現金及び現金同等物の期首残高 11,125 14,279

現金及び現金同等物の期末残高 14,279 15,960

連結キャッシュ・フロー計算書

2021年度連結財務諸表の概要   Financial Statements

POINT 1｜連結貸借対照表 POINT 2｜連結損益計算書

1 資産合計 ⇒ 3,215百万円増加
堅調な業績を反映し流動資産が増加

2 負債合計 ⇒ 431百万円増加
買掛金、未払費用等の増加が主因

3 純資産合計 ⇒ 2,784百万円増加
親会社株主に帰属する当期純利益計上に伴う
利益剰余金の計上により増加

4 売上高 ⇒ 3,927百万円増加
JFEスチール製鉄所システムリフレッシュの進展、
ソリューション事業の拡大等により増加

5 経常利益 ⇒ 946百万円増加
売上高の増加に伴い増加

6 親会社株主に帰属する当期純利益 ⇒ 638百万円増加
経常利益の増加に伴い増加

（注）本連結財務諸表中の表示数字未満の端数の扱いは四捨五入としています。
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課題の分野 重要課題（マテリアリティ） 関連するSDGs

ITを通じた課題解決 ● 顧客目線に立った新技術の提案・導入
● DX・新技術を通じた社会課題の解決  

環境負荷低減 ● JFEグループの環境対策への貢献
● 自社技術を活かした環境保全  

健康経営の実践 ● こころとからだの健康の維持
● 働きやすい職場づくり  

多様性の尊重 ● Diversity, Equity & Inclusionの実現
● 人材育成の推進   

高水準のガバナンス
● 質の高い企業ガバナンス・コンプライアンスの徹底
● 高度な情報セキュリティの実現
● パートナー企業との健全なパートナーシップ構築

「2021年度上期ご報告」に同封いたしました株主アンケートにつきまして、881通のご回答を
いただきました。ご協力くださいまして有難うございました。今後とも株主の皆様のご期待に
沿えるよう努力してまいります。（比率＝回答人数比）

■2年未満
■5〜10年未満

■10年以上
■3〜5年未満

■2〜3年未満
■未回答

63.4% 18.5%

5.3%6.4%

0.3%6.1%

当社株式の保有期間Q1

昨年に比べ2年未満の短期保有の方が増加（18.7％）し、
10年以上の長期保有の方が減少（9％）しました。

今後の買増しで考慮する点（重視しているもの1つ）Q4

昨年の割合とほぼ変わらず配当利回りを考慮する方が
44.7%となり、値上がり期待と答えた方が38%となりました。

WEB化希望の方、冊子希望の方、どちらでも良い方が
ほぼ同数のご意見となりました。

2.4%

36.7% 31.7% 28.9%

0.3%
■WEB化賛成
■その他

■冊子での配信希望
■未回答

■どちらでも良い

配当利回りを重視している方が微増(2.3%)し27%、
将来性と答えた方が21.8%となりました。

当社株式の購入、保有の理由（重視しているもの1つ）Q3

紙配信の停止についてのご意見Q5

当社について知りたい情報（複数回答）Q2

昨年の割合とほぼ変わらず業績説明/新技術を知りたい方が
35%、事業計画/強みを知りたい方が26%となりました。

株主アンケート結果報告   Questionnaire

当社のマテリアリティ~自社事業を軸としたサステナビリティ活動に注力~Topics

当社は全社横断施策で
あるサステナビリティの
重要課題への取り組み
を通じて持続的な成長
と企業価値の向上を目
指し、持続可能な社会
の実現に貢献してまい
ります。

株主の皆様のコメント
WEB化希望

冊子配信希望

・早急にWEB化してほしい
・読み終えた後はゴミになる。WEBは合理的だと思う
・極力紙媒体は減らし、QRコードで良い

・WEBは見ない
・紙媒体はパッと見て内容がわかりやすい
・PC等を使用していないのでWEBでは見れない



事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年6月
基 準 日 株主総会・期末配当は毎年3月31日

中間配当を行う場合は毎年9月30日
株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号

三井住友信託銀行株式会社
特 別 口 座 の
口 座 管 理 機 関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

郵 便 物 送 付 先 〒168-0063東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

（ 電 話 照 会 先 ） 電話0120-782-031（フリーダイヤル）
取次事務は、三井住友信託銀行株式会社の本店および全国各支店で
行っております。

公 告 方 法 電子公告
https://www.jfe-systems.com/ir/stock/houtei.html
ただし、やむを得ない事由により電子公告をすることができない 
場合は、日本経済新聞に掲載します。

上場証券取引所 東京証券取引所  スタンダード市場

株主メモ

ご注意 本資料の将来の業績等に関する見通しは、リスクや不確定な要因を含んでおります。
実際の業績は、さまざまな要因により、見通しとは異なる結果となる可能性がございます。

お知らせ
◉住所変更等のお申出先について

株主様の口座のある証券会社にお申付けください。
なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設されました株主様は、特別口座の口
座管理機関である三井住友信託銀行株式会社にお申付けください。

◉未払配当金の支払いについて
株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申付けください。

◉「配当金計算書」について
配当金支払いの際送付している「配当金計算書」は、租税特別措置法の規定に基づく

「支払通知書」を兼ねております。
＊確定申告をされる株主様は、大切に保管してください。

Copyright ⓒ  2022 JFE systems, Inc. All Rights Reserved.
本誌の無断複製・転送などはおやめください

〒105-0023　東京都港区芝浦一丁目2番3号　シーバンスＳ館
JFEシステムズ株式会社　総務部　総務・法務グループ
電話　03-5418-2400　  FAX　03-5418-2445

DISCLOSURE REPORT 株主のみなさまへ
2021年度ご報告

名称（商号） JFEシステムズ株式会社
JFE Systems, Inc.

本社所在地 〒105-0023
東京都港区芝浦一丁目2番3号
シーバンス Ｓ 館
電話　03-5418-2400

設立 1983年9月1日
資本金 1,390,957千円

主な事業内容 情報システムのインテグレーション
および運用・保守など

従業員数 1,847名（連結）

子会社の状況
当社の議決権比率

JFEコムサービス株式会社 66.6%
株式会社アイエイエフコンサルティング 100.0%

上場証券取引所 東京証券取引所市場第二部（証券コード：4832）

会社の概要

経営体制 （2022年6月24日現在）

取締役 代表取締役社長（CEO） 大 木 哲 夫
取締役（常務執行役員） 國 安 誠
取締役（常務執行役員） 中 村 元
取締役（常務執行役員） 下 田 純
取締役  社 外  独 立 矢 野 正 吾
取締役  社 外  独 立 竹 田 年 朗

監査役 監査役  社 外 松 井 毅 浩
監査役  社 外 宇 田 斉
監査役 稲 永 宏 和

執行役員 常務執行役員 船 尾 哲 也
常務執行役員 笹 井 一 志
常務執行役員 森 本 哲 也
常務執行役員 杉 原 明
常務執行役員 生 田 淳
執行役員 森 弘 之
執行役員 中 山 俊 夫
執行役員 仲 村 基 志
執行役員 田 村 哲 哉
執行役員 坂 上 八州起
執行役員 新 井 幸 雄
執行役員 三 澤 義 博
執行役員 堀 部 寛 貴

大株主

※ 持株比率は、自己株式（1,023株）を控除して計算しております。

当社への出資状況
株主名 所有株式数 持株比率

JFEスチール株式会社 10,233千株 65.16%
JFEシステムズ社員持株会 1,167千株 7.43%
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 238千株 1.52%
JFEプラントエンジ株式会社 200千株 1.27%
STATE STREET BANK AND
TRUST COMPANY 505050 122千株 0.78%
アトラス情報サービス株式会社 100千株 0.64%
JFEアドバンテック株式会社 100千株 0.64%
JFE物流株式会社 100千株 0.64%
三井住友信託銀行株式会社 100千株 0.64%
株式会社東計電算 96千株 0.62%

6月24日に開催されました、第39回定時株主総会の決議内容につきましては、
当社ホームページ https://www.jfe-systems.com/ir/stock/sto_soukai/index.html をご覧ください。

株式の状況
発行可能株式総数 31,412,000株
発行済株式総数 15,706,000株（自己株式1,023株含む）

株主数 3,222名 
所有者別株式分布状況

外国法人等 793千株（5.1%）

金融機関 413千株（2.6%）
証券会社 158千株（1.0%）

その他国内法人 10,879千株（69.3%）

個人・その他 3,460千株（22.0%）
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